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2019年度卒業生対象
卒業後アンケートの
実施について

ＴＫＵ古本募金申込サイトよりＷＥＢ申込をしてください。
（ＷＥＢ申込をご利用いただけない場合は、電話による図書館代行申込が可能）

東京経済大学報の表紙写真を写真家でエッセイストのハービー・山口氏が担当し、大学の今を皆さまに届けます。ぜひ次号もご期待ください！

古本募金は、皆さまが読み終えた本の査定額が寄付金となり、
奨学金として東経大生の学業を支える仕組みです。

ＴＫＵ古本募金にご協力ください ＴＫＵ古本募金に関するお問い合わせ
東京経済大学 図書課
［E-mail］library@s.tku.ac.jp　［TEL］042-328-7764　　

寄付・免税措置に関するお問い合わせ
東京経済大学 校友センター募金室
［E-mail］bokin@s.tku.ac.jp　［TEL］042-328-6100古本募金について

2017年12月に始動しました「TKU古本募金」プロジェクトは、2023年9月30日現在、354件・1,306,575 円（累計）のご寄付をいただきました。
皆さまのご厚情に深く感謝申し上げます。

本学卒業生のキャリアの状況や在学中に身に付けた能力等について、卒業後アンケートを実施します。アンケート
結果をもとに教育の効果を検証し、今後の教育活動等をさらに発展できるよう検討していきます。
今回のアンケート対象は、2019年度卒業生で、実施期間は2023年12月20日（水）から2024年2月8日（木）を予定
しています。対象年度の卒業生の皆さまにつきましては、ぜひ、ご協力くださいますようお願いします。

「久しぶりに母校に伺い学生さんをモデルに撮影を行った。古い教室や螺旋階段、新次郎池周辺など撮影に適し
た場所は沢山あった。今の若い人たちは撮られるのが上手く、素晴らしい表情を見せてくれた。シャッターを切
る度に、母校の発展と彼らのこれからの人生を応援したいという気持ちが心の中に湧き起こっていた」

東京経済大学報
第56巻第2号（新春号）アンケート

アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で１０名様に東経大グッズをプレゼントさせていただきます。
右の二次元コードから、ぜひご回答をお願いします。

※「東京経済」電子版はこちらから閲覧できます。
※2009年4月以降に入学された方は卒後30年分の年会費を支払済みです。
    葵友会ホームページ（SNS）に登録すればいつでも閲覧可能です。

https://www.tku.ac.jp/okuragakugei/index.html  

同窓会誌「東京経済」をご存じですか？

写真家のハービー・山口氏（経済S48卒）が東京経済大学報の表紙写真を今号より担当！

～東京経済大学葵友会について～

2023年度
第56巻 第2号

東京経済大学葵友会（きゆうかい）は東京経済大学の同窓会です。同窓会誌「東京
経済」では、専門部による本学体育会（部活動）の活動報告や、卒業生や葵友会各
支部の活動等を主に掲載しています。「東京経済」は葵友会年会費をご納入いただく
ことで年4回、郵送にてお手元にお届けしております。卒業生や体育会各部の活動を
より詳しく知りたいという方は、ぜひ葵友会へご参加ください。葵友会、同窓会誌「東
京経済」に関するお問い合せは、校友センター・葵友会までお願いします。

お問い合わせ 東京経済大学葵友会（東京経済大学校友センター内）

電　話

E-mail

042-328-8033（平日9：00～11：30／13：00～17：00）

tokeikiyukai@s.tku.ac.jp

ホームページ（SNS） https://www.kiyukai-sns.com/member/login

撮影：ハービー・山口　場所：第一研究センター

表紙へのことば
ハービー・山口氏より

大倉記念学芸振興会 芸術公演
「ウクライナの歌姫 オクサーナ・ステパニュック ソプラノリサイタル～平和への願いを込めて～」を開催

　大倉喜八郎記念東京経済大学学術芸術振興会は2023年11月25日（土）、芸術公演を開催しま
した。今回はウクライナ支援の願いを込め、国分寺市在住でウクライナ出身のコロラトゥーラ・ソプラ
ノ歌手オクサーナ・ステパニュック氏を招きました。ウクライナ国歌でスタートした第1部ではウクライ
ナの美しい曲を披露し、途中、観客に手拍子を促すなど会場全体が一体となり盛り上がりをみせまし
た。第2部ではなじみ深い日本の曲やミュージカル曲などを披露し、アンコールでは名曲『見上げてご
らん夜の星を』を歌い上げました。また、ウクライナの民族楽器バンドゥーラの演奏にあわせて来場者
が『ふるさと』を合唱する場面もあり、心温まる公演となりました。
　当日はウクライナの子どもたちへの支援活動として、出演者と国分寺市在住の有志の皆さまによる
募金活動が行われました。温かなご支援により、125,339円のご寄付を賜りましたことをご報告いた
します。オクサーナ氏より、次のとおりメッセージを頂戴しましたので、ご紹介いたします。
　「先日は素晴らしいホールでコンサートを開催していただき、ありがとうございました。ご来場いただ
きました皆さま、温かい拍手とウクライナの子どもたちのために、ご支援をいただきましたこと感謝申し
上げます。私が直接ウクライナの子どもたちの命と未来を守るために大切に使わせていただきます」

大倉記念学芸振興会では、ご支援くださる会員を募集しております。
詳しくは大学公式サイト内、大倉記念学芸振興会ページをご確認ください。
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FURUKAWA HIROKAZU

1972年、新潟県生まれ。96年、東京経
済大学経営学部卒業後、公正取引委
員会入局。現在、公正取引委員会事務
総局審査局デジタルプラットフォー
マー上席 審査専門官（主査）。

SEKINE YOSHINORI

1971年、神奈川県生まれ。94年、東京
経済大学経営学部卒業。95年、公正
取引委員会入局。審査局審査専門官、
官房総務課広報官などを経て、現在、
国民生活センターへ出向中。
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皆さま、新年明けましておめでとうございます。2024
年の新年にあたり、学長としてのご挨拶を申し上げます。

皆さまお聞き及びのように、かつてないスピードで
少子化が進行しています。2022年に生まれた子供の数
が初めて80万人を割りました。このままいけば、18年
後の2040年の18歳人口は80万人を割ることになりま
す。2022年の18歳人口が112万人ですので、18年間で
30万人以上減るという、大学にとって未曽有の厳しい
環境になります。

問題は深刻ですが、課題は明らかです。本学が受験生
にとって魅力的な大学となるようさまざまな試みを実
行するつもりでいます。しかし受験生獲得に向けた本
学のアピールポイントも、その中心は本学の教育力と
就職力の強化であるべきだと考えています。厳しいな
がらも学生を惹きつける内容豊かな授業、「ゼミ」を通
じての全人的教育、教師と学生との相互信頼関係の中
で就職力をはじめとした「学生の力」を鍛え上げていき
たいと思っています。

その上で、本学の知名度向上のための広報活動の強
化、とりわけ受験生向けの広報活動の強化にいっそう
力を注いで参りたいと考えています。高校生・受験生に
本学の魅力を伝える手段の柱として春、夏、秋に開催さ
れるオープンキャンパスがありますが、それと同時に、
2023年3月にスタートした高校生向けのライブ講義「東
経大ライブ」なども効果的だと考えています。第１回
の私を含めた21名の教員が多様なタイトルでの講義を
行っており、高校生が「進路を考え、社会科学の世界を
知るきっかけ」になればと考えています。

逆風の中ではありますが、学長就任時に掲げた目標、
本学を「名実ともに東京・多摩を代表する大学」、「誰も
が一目置く存在感のある大学」にすべく全力を尽くし
たいと思っています。皆さま方の一層のご理解とご支
援を、よろしくお願い申し上げます。

新たな一年、出発に際して　

皆様には平素より本学へのご支援・ご協力を賜り、有難く厚く御
礼申し上げます。

2023年（令和5年）10月に本学の前身、大倉商業学校の創立者
である大倉喜八郎が1873年（明治6年）にその起源となる大倉組商
会を設立してから150周年を迎えました。

明けて2024年（令和6年）は甲
きのえ

辰
たつ

、「成功という芽が成長してい
き、姿を整えていく」という縁起の良さを表しているそうです。ここ
は辰（竜､龍）にあやかり積極的に躍動する道を選びたいと考えます。

私は昨年6月、理事長重任に際して次の四つの方針を掲げ就任
致しました。
1．財政収支の改善と安定化　
2．国分寺キャンパス第2期整備事業の促進
3．法人経営を担う次世代人材の掘り起こし　
4．魅力有る大学及び学部造り
財政収支の改善につきましては2022年度決算において資金運

用の好転等により累積赤字を脱却し、恒常的な寄付金募集体制と
して策定した「進一層募金」は卒業生・教職員の皆様方のご支援
により好調にスタート致しました。

創立120周年記念事業の国分寺キャンパス第2期整備事業は、
新型コロナウイルス感染症、円安・物価高、資材不足、建設労働者
不足、ロシア・ウクライナ戦争の長期化等大変困難な環境下ではあ
りますが、発注先の協力を得て今後積極的に促進して参ります。

新体制では実社会で活躍されている数多くの卒業生・有識者を
理事・監事・評議員として迎えることができました。今後も実社会で
活躍する全国卒業生に面会し、ご協力をお願いして参ります。

最後に、18歳人口の減少は本学応募者の推移を見ればその影
響は顕著であります。高校生から選ばれる大学、魅力ある学部教育、
そして保護者、高校の先生方から推薦して貰える大学への変革は
喫緊の課題であります。
Changeに果敢にChallenge 、そしてChanceを生かす。
現状に留まることは改革著しい他大学に後れを取ることに他なり

ません。
2024年は辰年のキーワード「変革（転機）」や「激動」が示すと

おり時代が動く年になるかもしれません。ただ、ひたすら皆様方の平
穏無事な一年を心からお祈り申し上げます。

謹んで新春のご祝辞を申し上げます
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進
む
べ
き
道
が
分
か
ら
ず

思
い
切
っ
て
休
学
を
決
断

―
― 

公
正
取
引
委
員
会
で
働
こ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
何
で
し
た
か
。

関
根　

刑
事
ド
ラ
マ
や
検
察
も
の
の

小
説
が
昔
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ら
好
き
で
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査・
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査

機
関
の
仕
事
に
興
味
が
あ
り
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し
た
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な
か
で
も
当
時
、下
水
道
工
事
を
め
ぐ

る
談
合
事
件
が
よ
く
報
道
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、公
正
取
引
委
員
会
の

仕
事
は
面
白
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
官
庁
訪
問
の
際
に
、先
輩
の
職

員
が「
フ
ラ
ッ
ト
な
組
織
で
楽
し
い
よ
」

と
気
さ
く
に
話
し
て
く
れ
た
の
も
好

印
象
で
し
た
。す
ぐ
に
内
定
が
出
た
こ

と
も
あ
り
、こ
れ
は
ご
縁
か
な
と
入
局

を
決
め
ま
し
た
。

古
川　
私
は
、大
学
３
年
を
終
え
た
後
、

２
年
間
休
学
し
て
い
ま
す
。
当
時
は
、

３
年
の
半
ば
に
な
る
と
、資
料
請
求
ハ

ガ
キ
付
き
の
分
厚
い
就
活
情
報
誌
が

ど
っ
さ
り
と
家
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く
時
代
。そ
も
そ

も
自
分
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何
を
し
た
い
の
か
分
か
ら

な
い
の
に
、こ
の
ま
ま
就
活
の
流
れ
の

中
に
放
り
込
ま
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
、

少
し〝
間
〟を
取
り
た
か
っ
た
。も
っ
と

自
分
の
知
ら
な
い
世
界
や
可
能
性
が

あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
…
…
と
思
っ
た

ん
で
す
よ
ね
。東
経
大
で
専
攻
し
て
い

た
ス
ペ
イ
ン
語
の
先
生
が
勧
め
て
く

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、思
い
切
っ
て
ス

ペ
イ
ン
に
留
学
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
で
の
暮
ら
し
は
、街
の
整

備
や
制
度
な
ど
も
含
め
て
と
て
も
快

適
で
、自
分
も「
多
く
の
人
の
生
活
を

良
く
す
る
仕
事
」に
就
き
た
い
と
、行

政
の
仕
事
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
。そ

れ
か
ら
実
は
幼
少
期
、父
が
勤
め
て
い

た
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が
公
正
取
引
委
員

会
の
立
入
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
っ

た
ん
で
す
。父
自
身
は
関
与
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、そ
の
話
し
ぶ
り
か
ら

影
響
力
の
大
き
さ
を
感
じ
た
こ
と
も

印
象
に
残
っ
て
い
て
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終
的
に
公
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ま
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。

―
― 

国
家
公
務
員
試
験
の
勉
強
は
、

や
は
り
大
変
で
し
た
か
。

古
川　
帰
国
し
復
学
し
て
か
ら
は
、目

標
が
定
ま
っ
た
の
で
夢
中
で
勉
強
し

ま
し
た
。
専
門
学
校
に
は
通
わ
ず
、独

学
で
参
考
書
を
黙
々
と
。小
論
文
の
書

き
方
は
、東
経
大
の
講
座
で
何
回
か
指

導
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

関
根　

私
が
試
験
対
策
を
始
め
た
の

は
４
年
の
冬
ご
ろ
で
、受
験
し
た
の
は

大
学
卒
業
後
で
し
た
。友
人
と
一
緒
に

予
備
校
に
通
っ
た
の
で
す
が
、そ
れ
ま

で
真
面
目
に
勉
強
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
も
あ
っ
て（
笑
）、や
れ
ば
や
る
ほ

ど
知
識
が
増
え
て
い
く
の
が
面
白
か
っ

た
。「
公
務
員
と
し
て
バ
リ
バ
リ
働
い

て
い
る
自
分
の
姿
」を
イ
メ
ー
ジ
し
な

が
ら
、結
構
楽
し
ん
で
勉
強
し
て
い
ま

し
た
ね
。

サ
ー
ク
ル
や
部
活
動
に

明
け
暮
れ
た
大
学
時
代

―
― 

東
経
大
で
の
思
い
出
は
。

古
川　

ス
ウ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ズ
研
究
会

で
の
思
い
出
が
大
き
い
で
す
ね
。私
は

小
学
生
の
頃
か
ら
吹
奏
楽
部
な
ど
で

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
て
い
た
ん
で
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を
載
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

ま
だ
ネ
ッ
ト
な
ん
て
な
い
時
代
で
す
。

全
国
の
大
学
に「
射
撃
部
の
卒
業
生

を
紹
介
し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」と
手

紙
を
出
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
、日
本

各
地
の
卒
業
生
の
も
と
を
訪
ね
て
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
…
…
と
い
う
作

業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、各

大
学
の
射
撃
部
の
Ｏ
Ｂ・Ｏ
Ｇ
が
勤
め

る
企
業
に
広
告
の
出
稿
を
頼
ん
だ
り
、

印
刷
会
社
に
相
見
積
も
り
を
と
っ
て

交
渉
し
た
り
。
ほ
ぼ
１
年
を
費
や
し
、

無
事
に
記
念
誌
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で
公
務
員

試
験
は
後
回
し
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
失
敗
を
恐
れ
ず
行
動
す
れ
ば
、道
は

拓
け
て
い
く
」と
い
う
こ
と
を
学
び

ま
し
た
ね
。

厳
正
な
法
執
行
と

競
争
環
境
の
整
備
と

―
― 

公
正
取
引
委
員
会
の
役
割
に
つ

い
て
あ
ら
た
め
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

古
川　
公
正
取
引
委
員
会
と
は
、独
占

禁
止
法
を
運
用
し
、公
正
で
自
由
な
競

争
を
促
進
し
守
る
た
め
の
機
関
で
す
。

企
業
が「
よ
り
良
い
品
を
よ
り
安
く
作

ろ
う
」と
競
い
合
う
、つ
ま
り
、市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
正
し
く
機
能
し
て
い
れ
ば
、

消
費
者
利
益
の
向
上
、そ
し
て
経
済
全

体
の
競
争
力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
実
際
は
、こ
の
競
争
が
さ
ま

ざ
ま
な
か
た
ち
で
制
限
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
談
合
」。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
も
テ
ス

ト
イ
ベ
ン
ト
計
画
立
案
業
務
を
め
ぐ

る
談
合
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
よ
ね
。

こ
れ
は
、入
札
に
参
加
す
る
企
業
同
士

が
事
前
に
相
談
し
て
、受
注
す
る
企
業

や
金
額
な
ど
を
決
め
て
し
ま
う
こ
と
。

ま
た
、複
数
の
企
業
が
連
絡
を
取
り
合

い
、商
品
の
価
格
や
生
産
数
量
な
ど
を

共
同
で
取
り
決
め
る「
カ
ル
テ
ル
」も

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
談
合
や
カ
ル

テ
ル
は
、価
格
競
争
を
止
め
て
し
ま
う

と
い
う
点
で
、独
占
禁
止
法
上
、最
も

重
い
部
類
に
入
る
違
反
で
す
。こ
う
し

た
行
為
を
取
り
締
ま
り
、競
争
環
境
を

回
復
す
る
の
が
公
取
の
役
割
で
す
。

す
が
、ジ
ャ
ズ
は
ア
ド
リ
ブ（
即
興
演

奏
）が
か
っ
こ
い
い
な
と
憧
れ
が
あ
っ

て
。私
自
身
は
す
ご
く
上
手
な
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
で

す
が（
笑
）、メ
ン
バ
ー
に
も
恵
ま
れ
て

楽
し
く
演
奏
し
て
い
ま
し
た
。他
大
学

と
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た
り
、

北
海
道
の
美
瑛
町
に
演
奏
旅
行
に
行
っ

た
り
し
た
こ
と
も
。
た
だ
、留
学
準
備

の
た
め
に
ジ
ャ
ズ
研
は
３
年
の
夏
で

退
会
。バ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
を
務
め
て
い

た
の
で
、メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
に
は
本

当
に
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
。 　

ス
ペ
イ
ン
で
は
、住
ん
で
い
た
バ
レ

ン
シ
ア
の
街
の
市
民
バ
ン
ド
に
入
れ

て
も
ら
い
ま
し
た
。火
祭
り
と
い
う
有

名
な
お
祭
り
で
、街
じ
ゅ
う
を
演
奏
し

な
が
ら
練
り
歩
い
た
の
は
、一
生
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

関
根　
印
象
深
い
の
は
、射
撃
部
で
の

活
動
で
す
。「
大
学
か
ら
始
め
て
も
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
行
け
る
よ
！
」と
勧
誘

さ
れ
て
入
部
し
、実
際
は
そ
う
甘
く
な

い
こ
と
に
す
ぐ
気
づ
い
た
も
の
の（
笑
）、

懸
命
に
練
習
し
ま
し
た
。当
時
は
４
部

と
い
う
最
下
部
ク
ラ
ス
だ
っ
た
ん
で

す
が
、私
が
主
将
を
務
め
て
い
た
時
に

３
部
に
昇
格
を
果
た
し
、京
都
で
の
全

国
大
会
に
も
出
場
。当
時
の
仲
間
と
は

い
ま
で
も
た
ま
に
会
い
ま
す
よ
。

３
年
の
冬
か
ら
は
、部
の
活
動
に
加

え
、
日
本
学
生
ラ
イ
フ
ル
射
撃
連
盟

が
作
る『
40
周
年
記
念
誌
』の
編
集
長

を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、さ
ら
に
多

忙
に
。
40
年
の
軌
跡
を
た
ど
る
企
画
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―
― 

数
年
前
に
は
、
旧
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

事
務
所
を
辞
め
た
タ
レ
ン
ト
の
番
組

起
用
の
件
で
注
意
を
促
し
ま
し
た
。

古
川　

世
間
の
注
目
を
集
め
た
案
件

で
し
た
が
、こ
れ
も
考
え
方
は
同
様
で

す
。
つ
ま
り
、芸
能
事
務
所
間
の
競
争

が
何
ら
か
の
圧
力
で
阻
害
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
を
問
題

視
し
、調
査
を
し
た
結
果
、「
注
意
」と

い
う
措
置
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
公
正
取
引
委
員
会
は
、

競
争
が
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
場
が
守

備
範
囲
で
あ
り
、私
た
ち
審
査
官
も
、

プ
ロ
野
球
に
映
画
配
給
、農
業
や
漁
業

ま
で
、実
に
幅
広
い
業
界
に
触
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

関
根　

ほ
か
に
、「
こ
の
業
界
に
は
こ

う
い
う
課
題
が
あ
る
の
で
改
善
し
て

く
だ
さ
い
」と
、違
反
行
為
の
未
然
防

止
を
促
す「
実
態
調
査
」と
い
う
業
務

も
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、ニ
ュ
ー
ス

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
が
メ
デ
ィ

ア
に
支
払
う
記
事
の
料
金
を
一
方
的

に
低
く
設
定
す
る
こ
と
や
、コ
ン
ビ
ニ

本
部
が
加
盟
店
に
24
時
間
営
業
を
強

制
す
る
こ
と
な
ど
が
、場
合
に
よ
っ
て

は「
優
越
的
地
位
の
濫
用
」に
あ
た
る

可
能
性
が
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
ま

し
た
。こ
う
し
て
予
め
違
反
を
抑
止
し

競
争
環
境
を
整
備
す
る
の
も
、大
切
な

仕
事
の
一
つ
で
す
。

―
― 

行
政
調
査
と
い
う
の
は
、
ど
の

よ
う
に
行
う
の
で
し
ょ
う
か
。

関
根　

違
反
の
疑
い
の
あ
る
企
業
に

は
、公
正
取
引
委
員
会
の
審
査
官
が
ア

ポ
な
し
で
訪
問
し
、「
立
入
検
査
」を
行

い
ま
す
。事
件
ご
と
に
組
ま
れ
る
チ
ー

ム
は
10
人
ほ
ど
で
す
が
、立
入
検
査
時

に
は
ほ
か
の
部
局
か
ら
１
０
０
人
単

位
の
人
員
が
応
援
で
入
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
立
入
検
査
で
は
、先
方
の
了

解
の
も
と
、机
の
中
の
書
類
を
探
し
た

り
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
の
デ
ー

タ
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
証
拠

を
収
集
。必
要
な
資
料
の
提
出
も
要
請

し
ま
す
。

証
拠
の
解
析
と
並
行
し
て
、関
係
人

へ
の「
事
情
聴
取
」を
行
い
、供
述
調

書
に
ま
と
め
ま
す
。関
わ
っ
て
い
る
企

業
が
数
十
社
に
上
る
と
か
、談
合
を
長

年
続
け
て
い
て
膨
大
な
数
の
関
係
人

が
い
る
と
い
っ
た
場
合
も
あ
る
の
で
、

調
査
に
１
年
以
上
か
か
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

事
件
の
全
容
が
判
明
す
る
と
、「
審

査
報
告
書
」に
ま
と
め
、独
占
禁
止
法

に
違
反
す
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、関
係

人
に
対
す
る
排
除
措
置
命
令
、課
徴
金

の
納
付
命
令
な
ど
が
出
さ
れ
ま
す
。相

手
が
不
服
と
す
る
場
合
は
、訴
訟
へ
と

進
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
ら
巨
大
企
業
も

公
取
の
審
査
対
象
に

―
― 

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
競
争
政
策
を
め
ぐ
る
報
道
は
、最
近

目
に
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

古
川　

ご
存
じ
の
通
り
、
い
ま
Ｇ
Ａ

Ｆ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
は
、巨
大
な

力
を
持
っ
て
い
ま
す
。世
界
中
の
人
が

G
oogle

で
検
索
し
、iPhone

を
手
に

し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
ね
。も
ち
ろ

ん
、そ
れ
だ
け
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
生

み
出
し
、私
た
ち
の
暮
ら
し
を
便
利
に

し
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
賞
賛
さ
れ

る
べ
き
こ
と
な
の
で
す
が
、と
く
に
少

数
へ
の
集
中
が
起
こ
り
や
す
い
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
、時
に
意
図
せ
ず

と
も
競
争
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、自
社
ア

プ
リ
の
初
期
設
定
を
端
末
メ
ー
カ
ー

に
求
め
た
り
、広
告
の
配
信
に
は
自
社

系
列
の
会
社
を
使
う
よ
う
に
促
し
た

り
、等
々
。

い
ま
、こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
者
に
対
し
て
は
、

世
界
各
国
の
独
占
禁
止
当
局
が
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
巨
大
企
業
の
違
反
行
為
を

是
正
す
る
こ
と
は
、そ
れ
だ
け
多
く

の
人
々
が
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
つ

な
が
る
わ
け
で
す
か
ら
、我
々
も
し
っ

か
り
と
成
果
を
出
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

自
分
と
向
き
合
う
時
間
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い

―
― 

仕
事
の
面
白
さ
や
や
り
が
い
を

ど
ん
な
と
こ
ろ
に
感
じ
ま
す
か
。

関
根　

面
白
さ
と
は
少
し
違
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、や
は
り
事
情
聴
取
の
場
で
す
。

聴
取
を
始
め
る
前
に
、時
に
は
互
い
の

子
ど
も
や
趣
味
に
つ
い
て
雑
談
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
何
げ
な

い
時
間
の
後
に
ふ
と
、「
い
ま
ま
で
黙
っ

て
い
ま
し
た
が
、関
根
さ
ん
を
信
じ
て

事
実
を
お
話
し
し
ま
す
」と
話
し
出
す

人
が
い
ま
す
。全
員
と
は
い
い
ま
せ
ん

が
、人
と
い
う
の
は
や
っ
ぱ
り
嘘
を
つ

け
な
い
ん
で
す
。だ
か
ら
苦
し
い
ん
で

す
よ
ね
、会
社
か
ら
は
言
う
な
と
言
わ

れ
る
一
方
、嘘
を
つ
い
て
い
る
と
い
う

自
責
の
念
に
か
ら
れ
る
。そ
の
苦
し
み

か
ら
解
放
し
て
あ
げ
る
と
い
う
か
、一

人
の
人
間
と
し
て
向
き
合
う
こ
と
で

見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

時
に
は
、逆
に
人
間
不
信
に
陥
り
そ
う

な
経
験
も
し
ま
す
け
れ
ど
…
…
。結
局
、

私
た
ち
の
仕
事
も
、「
人
」と「
人
」の

関
係
性
が
根
っ
こ
に
あ
る
の
だ
と
実

感
し
ま
す
。

古
川　

公
正
取
引
委
員
会
の
仕
事
っ

て
、実
は
か
な
り
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

作
業
な
ん
で
す
よ
。
違
反
か・
違
反
で

な
い
か
を
単
純
に
仕
分
け
す
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
い
ん
で
す
。議
論
を
重

ね
な
が
ら
、「
こ
の
会
社
が
や
っ
て
い

る
こ
と
は
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
違

反
に
あ
た
る
の
か
」「
そ
れ
は
な
ぜ
違

反
と
い
え
る
の
か
」を
検
討
し
て
い
く
。

パ
ズ
ル
を
解
く
よ
う
な
発
想
力
も
求

め
ら
れ
ま
す
。同
じ
事
件
は
二
つ
と
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
、ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク

が
な
い
と
い
う
点
で
も
、や
り
が
い
は

大
き
い
で
す
ね
。

―
― 

学
生
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

古
川　

も
し
、
将
来
や
り
た
い
こ
と

が
分
か
ら
な
い
と
悩
ん
で
い
る
学
生

さ
ん
が
い
た
ら
、時
に
は
立
ち
止
ま
っ

て
で
も
、「
自
分
を
知
る
」と
い
う
こ

と
に
時
間
を
使
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
人
生
の
中
で
も
大
学

時
代
は
、
自
分
自
身
と
向
き
合
い
、

じ
っ
く
り
も
の
を
考
え
る
こ
と
の
で

き
る
、貴
重
な
時
間
だ
と
思
い
ま
す

か
ら
。応
援
し
て
い
ま
す
。



第2回テーマ

独占禁止法
本学の教員が自身の研究や話題のニュースについて解説します。
今回は現代法学部の中里 浩教授に伺いました。

誌面講義

現代法学部教授

 中里 浩
研究分野：競争法（独占禁止法）及び競争政策
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独
占
禁
止
法
と

公
正
取
引
委
員
会

独
占
禁
止
法
は
、
自
由
経
済
市

場
の
中
心
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
す
べ

て
の
企
業
が
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
経
済
憲
法
で
す
。
こ
の
法
律
に

そ
っ
て
自
由
経
済
市
場
が
き
ち
ん
と

動
い
て
い
る
の
か
を
監
視
し
て
い
る

の
が
公
正
取
引
委
員
会
と
い
う
行

政
機
関
で
す
。
政
治・
経
済
な
ど
の

教
科
書
で
そ
の
名
前
を
何
と
な
く

見
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
少
し
前
、
公
取
委
や
独
占
禁
止

法
を
テ
ー
マ
に
し
た「
競
争
の
番
人
」

と
い
う
小
説
や
ド
ラ
マ
も
話
題
を
呼

び
ま
し
た
。
実
は
私
が
立
っ
て
い
る

「
新
次
郎
池
」
の
由
来
と
な
っ
た
、

第
４
代
学
長
の
北
澤
新
次
郎
氏
も
か

つ
て
公
取
委
の
委
員
を
務
め
て
い
ま
す

（
昭
和
26
年
３
月
か
ら
27
年
２
月
）。

東
京
五
輪
2
0
2
0

談
合
事
件

国
や
地
方
公
共
団
体
、
民
間
企

業
は
、業
務
に
必
要
な
商
品
の
購
入

や
、庁
舎
の
建
設
工
事
と
い
っ
た
事

業
を
他
社
に
依
頼
す
る
に
あ
た
って
、

最
も
安
い
価
格
で
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、通
常
、複
数
の
取

引
先
か
ら
入
札
や
見
積
競
争
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
際
、ど
こ
が

取
引
相
手
に
な
る
の
か
、い
く
ら
で

実
施
す
る
の
か
、あ
ら
か
じ
め
受
注

者
側
の
話
し
合
い
で
決
め
て
し
ま
う

の
が
談
合
で
す
。
特
に
、公
共
的
な

性
格
を
持
つ
業
務
に
は
、通
常
、何

ら
か
の
形
で
税
金
や
補
助
金
が
投

入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
談
合
が

行
わ
れ
る
こ
と
は
、そ
の
原
資
を
負

担
す
る
納
税
者
を
裏
切
る
行
為
で

あ
り
、独
占
禁
止
法
の
中
で
も
極
め

て
悪
質
性
が
高
い
行
為
と
し
て
不

当
な
取
引
制
限
が
成
立
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
下
で
開
催
さ
れ
た
東
京
五

輪
2
0
2
0
で
は
、
練
習
環
境
な

ど
制
約
の
多
い
中
で
、卓
球
や
レ
ス

リ
ン
グ
、水
泳
な
ど
日
本
の
各
選
手

が
懸
命
の
力
を
出
し
切
っ
て
死
力
を

尽
く
し
て
い
た
姿
を
覚
え
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
ア
ス
リ
ー
ト
の

真
剣
勝
負
、究
極
の
競
争
の
裏
で
、

大
会
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る
た
め

に
必
要
な
実
施
計
画
や
テ
ス
ト
大

会
、
本
大
会
の
運
営
業
務
を
め
ぐ

り
、
組
織
委
員
会
と
大
手
広
告
代

理
店
の
間
で
ど
の
代
理
店
が
ど
の

競
技
を
担
当
す
る
か
、事
前
に
決
め

て
し
ま
う
と
い
う
悪
質
な
談
合
が

行
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
東
京
五
輪

の
汚
職
事
件
の
捜
査
が
終
わ
っ
て
間

も
な
く
、
独
占
禁
止
法
上
の
刑
事

告
発
手
続
に
つ
い
て
外
部
か
ら
質
問

を
受
け
、い
っ
た
い
ど
の
五
輪
関
係

業
務
で
談
合
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か

注
意
深
く
予
想
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
ま
さ
か
東
京
五
輪
2
0
2
0

の
運
営
業
務
自
体
に
つ
い
て
、発
注

者（
組
織
委
員
会
）も
深
く
関
与
し

た
「
官
製
談
合
」
が
行
わ
れ
て
い
た

と
は
考
え
も
せ
ず
、本
当
に
残
念
に

思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、公
取
委・
東
京
地
検
特

捜
部
の
合
同
捜
査
が
開
始
さ
れ
、

大
会
運
営
業
務
全
般
に
つ
い
て
の
談

合
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
2
月
、
公
正
取
引
委

員
会
が
検
事
総
長
に
対
し
独
占
禁



第2回テーマ

独占禁止法
本学の教員が自身の研究や話題のニュースについて解説します。
今回は現代法学部の中里 浩教授に伺いました。

誌面講義

現代法学部教授

 中里 浩
研究分野：競争法（独占禁止法）及び競争政策
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止
法
違
反
を
理
由
と
す
る
刑
事
告

発
を
行
い
、現
在
、東
京
地
裁
で
刑

事
裁
判
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は

数
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
か
ら
こ
の
事
件

の
悪
質
性
や
ポ
イ
ン
ト
、立
証
の
方

向
性
に
つ
き
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、2
0
2
2
年
暮
れ
、

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
７
」
で
の
コ
メ
ン

ト
撮
影
の
際
、カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て

浅
石
啓
介
さ
ん（
2
0
0
9
年
本

学
経
済
学
部
卒
）に
私
の
研
究
室
ま

で
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
経

大
卒
業
生
の
す
そ
野
の
広
が
り
を

感
じ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
法
の

施
行
に
向
け
て

独
占
禁
止
法
は
中
小
企
業
の
強

い
味
方
と
し
て
の
役
割
も
あ
り
ま

す
。
日
本
経
済
の
土
台
は
中
小
企

業（
約
3
5
8
万
社
、企
業
数
全
体

の
99
・７
％
）で
働
く
人
々
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
小
企
業
は
そ
の
資
本

力
や
売
上
額
が
小
さ
い
た
め
、
交

渉
力
が
な
く
、
将
来
の
取
引
を
継

続
す
る
た
め
に
、
大
企
業
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
不
利
益
行
為
を
押
し
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、輸

入
コ
ス
ト
や
ガ
ソ
リ
ン
価
格
、人
件

費
が
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、中
小
企

業
が
値
上
げ
を
求
め
て
も
協
議
に

す
ら
応
じ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
行
為
を
公
取
委
は
、
優
越
的

地
位
の
濫
用
や
、そ
の
特
別
法
で
あ

る
下
請
法
と
い
う
武
器
を
使
っ
て
積

極
的
に
取
り
締
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
、最
近
、公
取
委
は
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
へ
の
対
応
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
飲
食
物
の
デ
リ
バ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
や
ネ
ッ
ト
通
販
で
、

自
宅
に
商
品
配
達
を
依
頼
し
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
便
利

さ
を
担
っ
て
い
る
配
達
員
や
運
送
業

者
の
多
く
は
、企
業
に
雇
用
さ
れ
て

い
な
い
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス（
個
人
事

業
主
）で
す
。
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
は
働

く
時
間
や
場
所
を
自
由
に
選
べ
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
政
府
の
調
べ
で
は

専
業
で
約
4
6
0
万
人
、
さ
ら
に

別
の
団
体
に
よ
る
調
査
で
は
副
業

を
含
め
る
と
1
5
0
0
万
人
を
超

え
る
ほ
ど
急
速
に
増
え
て
い
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
、ラ
イ
タ
ー
、声
優
は
じ
め
そ

の
業
種
は
多
種
多
様
で
す
。

し
か
し
個
人
事
業
主
の
た
め
、

１
日
８
時
間
労
働
の
原
則
を
定

め
た
労
働
基
準
法
や
東
京
都
で

1
1
1
3
円
と
定
め
ら
れ
て
い
る

最
低
賃
金
法
の
適
用
を
一
切
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
は
、仕
事
に
必
要
な
業
務
内
容

や
報
酬
額
に
つ
い
て
の
発
注
書
面
が

交
付
さ
れ
ず
、
口
約
束
で
仕
事
を

依
頼
さ
れ
る
た
め
、勝
手
に
報
酬
が

差
し
引
か
れ
た
り
、何
度
も
無
料
で

一
方
的
に
作
業
の
や
り
直
し
を
求
め

ら
れ
た
り
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
便
利

さ
の
陰
で
１
日
12
時
間
2
0
0
個
、

「フリーランスサミット2023」より、筆者は写真右

報
酬
1
4
0
0
0
円
と
い
う
定
額

（
低
額
）働
か
せ
放
題
の
環
境
に
置

か
れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
通
販
配
達
員
が

い
ま
し
た
。
ヨ
ガ
講
師
の
中
に
は
会

社
が
支
払
う
べ
き
研
修
費
用
を
負

担
さ
せ
ら
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

政
府
・
国
会
は
2
0
2
3
年
5

月
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
法
を
制
定

（
公
布
）し
、こ
の
中
で
報
酬
額
を

含
む
発
注
書
面
を
必
ず
交
付
す
る

な
ど
発
注
者
の
守
る
べ
き
行
為
や
、

報
酬
を
勝
手
に
減
額
し
て
は
い
け

な
い
と
い
っ
た
不
利
益
行
為
の
禁

止
が
明
示
さ
れ
ま
し
た
。
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
保
護
法
は
2
0
2
4
年
秋
頃

ま
で
に
施
行
予
定
で
、
準
備
作
業

が
非
常
に
重
要
で
す
。
私
は
法
律

制
定
直
後
の
2
0
2
3
年
5
月
か

ら
９
月
ま
で
、
仙
台
や
長
崎
な
ど

で
行
わ
れ
た
９
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
当
事
者
、弁

護
士
、
税
理
士
、
労
働
組
合
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

直
面
す
る
問
題
点
と
法
律
上
の
考

え
方
、
わ
か
り
や
す
い
広
報
な
ど

政
府
や
公
取
委
へ
の
改
善
要
望
を

訴
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
議
論
の

様
子
は
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
サ
ミ
ッ
ト

2
0
2
3
」
と
し
てY

ouT
ube

に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、お

時
間
と
ご
興
味
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
研
究
者
と
し
て
は
、

現
在
、立
場
が
弱
い
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

が
ど
の
よ
う
に
共
同
交
渉
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
理
論
面

か
ら
考
え
て
い
ま
す
。
同
時
に
、現

場
で
困
っ
て
い
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

皆
さ
ん
と
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
共

同
作
業
）も
非
常
に
重
要
な
仕
事

の
一
つ
と
考
え
、
今
後
も
実
践
し

て
い
き
ま
す
。

※�

裁
判
の
状
況
や
最
低
賃
金
等
は
、

2
0
2
3
年
10
月
執
筆
時
点
の

も
の
で
す
。



経
済
学
部
教
授
　
安
川 

隆
司

経
済
学
部
准
教
授

東
京
経
済
大
学
全
国
シ
ニ
ア
大
学
院
生
研
究
大
会 

実
行
委
員
会
委
員
長
　
佐
藤 

一
光

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
生
誕
3
0
0
年
を
記
念
し
て
、

展
示
会
と
講
演
会
を
開
催

第
２
回
全
国
シ
ニ
ア
大
学
院
生
研
究
大
会
　
開
催
報
告

8東京経済大学報　2023年度　第56巻　第2号

2
0
2
3
年
は
1
7
2
3
年
に
生

ま
れ
た「
経
済
学
の
父
」ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
の
生
誕
3
0
0
年
に
当
た
る
こ

と
か
ら
、図
書
館
の
主
催
で
記
念
行

事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

企
画
は
ま
ず
展
示
会
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
図
書
館
が
所
蔵
す
る
ロ
ー

ダ
デ
ー
ル
伯
文
庫
に
は「
ス
ミ
ス
の

最
初
の
本
格
的
な
批
判
者
」と
言
わ

れ
る
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
に
よ
る
膨
大
な

手
書
き
ノ
ー
ト
が
記
さ
れ
た『
国
富

論
』初
版
本
が
含
ま
れ
て
お
り
、こ
の

機
に
そ
の
超
貴
重
書
を
展
示
し
、多

く
の
人
に
ご
覧
い
た
だ
こ
う
と
考
え

た
の
が
発
端
で
す
。
ス

ミ
ス
に
は『
道
徳
感
情

論
』と
い
う
哲
学
上
の

著
作
も
あ
る
の
で
す

が
、
準
備
の
過
程
で
、

図
書
館
所
蔵
の
初
版
本

は
記
録
が
残
っ
て
い
る

著
者
献
呈
本
18
冊
の
う

ち
の
1
冊
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
見

返
し
に“

From
 the 

A
uthor”

の
３
語
を
認

め
た
時
に
は
、誇
張
で

な
く
、鳥
肌
が
立
ち
ま

し
た
。
献
辞
は
ス
ミ
ス

の
も
の
で
は
な
く
、献

本
を
受
け
た
側
の
筆
の

よ
う
で
、し
か
も
わ
ず

か
数
行
に
す
ぎ
ま
せ
ん

が
、ス
ミ
ス
を
め
ぐ
る

人
間
模
様
を
伝
え
る
史

料
と
し
て
の
価
値
が
高

い
も
の
で
す
。
展
示
す

る
ス
ミ
ス
の
主
著
2
点

の
両
方
が
出
所
の
明
ら
か
な
由
緒
正

し
い
初
版
本
と
い
う
展
示
会
は
、世

界
広
し
と
い
え
ど
も
、他
に
例
が
な

い
で
し
ょ
う
。

展
示
会
は
図
書
館
１
階
で
2
学
期

初
日
の
9
月
21
日
に
オ
ー
プ
ン
、11

月
上
旬
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
講
演

会
は
展
示
会
が
始
ま
っ
た
翌
週
の
9

月
30
日（
土
）に
進
一
層
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
事
前
申
込
に
応
じ
て
く
だ

さ
っ
た
方
は
1
1
6
名
。
コ
ロ
ナ
の

感
染
が
拡
大
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、ホ
ー
ル
内
の
着
席
は
1
つ
お
き

と
し
ま
し
た
か
ら
、適
正
な
人
数
だ
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

講
演
は
3
本
立
て
で
、
3
人
の
経

済
学
史
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

の
立
場
か
ら
ス
ミ
ス
の
現
代
的
な
意

義
に
つ
い
て
知
見
を
披
瀝
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
ス
ミ
ス
研
究

の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
岡
山

大
学
の
新
村
聡
名
誉
教
授・
特
命
教
授

で
、「
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
大
き
な
政

府
論
―
金
融
規
制・
公
教
育・
累
進
税
」

と
題
し
た
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。
未

だ
自
由
放
任
論
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
抜

け
き
ら
な
い
ス
ミ
ス
を
、新
村
教
授

は
累
進
的
課
税
、教
育
の
機
会
均
等
、

金
融
市
場
の
規
制
を
主
張
し
た
福
祉

国
家
思
想
の
先
駆
と
い
う
観
点
か
ら

論
じ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
登
壇
さ
れ
た
の
は
リ
カ
ー
ド

ウ
研
究
の
第
一
人
者
で
国
際
的
に
も

活
躍
さ
れ
て
い
る
神
奈
川
大
学
の
出

雲
雅
志
教
授
で
、演
題
は「
ス
ミ
ス
を

継
い
だ
マ
ル
サ
ス
と
リ
カ
ー
ド
ウ
か

ら
受
け
継
ぐ
も
の
」で
し
た
。
マ
ル
サ

ス
、リ
カ
ー
ド
ウ
が
取
り
組
ん
だ
、格

差
、貧
困
、通
貨
、貿
易
等
々
の
問
題

は
い
ず
れ
も
私
た
ち
の
時
代
に
通
じ

る
問
題
で
あ
り
、「
時
代
が
直
面
す
る

問
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
ふ
た

り
の
ま
な
ざ
し
と
そ
の
謙
虚
な
態
度
」

が
重
要
で
あ
る
と
、マ
ル
サ
ス・リ
カ
ー

ド
ウ
研
究
の
意
義
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

3
人
目
は
私
、安
川
で
、「
ア
ダ
ム
・

ス
ミ
ス
と
ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
」を
テ
ー

マ
に
、後
者
の
人
と
学
説
に
つ
い
て

手
書
き
の『
国
富
論
』ノ
ー
ト
と
主
著

『
公
富
論
』な
ど
に
基
づ
い
て
概
説
し
、

こ
の
貴
族
経
済
学
者
の
経
済
学
が「
ア

ン
チ
・
ス
ミ
ス
」で
あ
る
と
同
時
に
現

代
経
済
学
の
先
駆
け
的
な
論
点
を
含

ん
で
い
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、図
書
館
所
蔵
の
ロ
ー
ダ
デ
ー

ル
伯
文
庫
や
展
示
会
の
展
示
資
料
に

つ
い
て
ご
案
内
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
記
念
行
事
は
め
っ
た
に

あ
る
こ
と
で
は
な
く
、と
書
い
て
、は

た
と
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。2
0
2
6

年
は『
国
富
論
』出
版
2
5
0
年
記
念

で
は
な
い
か
、と
。
わ
ず
か
2
年
後
で

は
あ
り
ま
す
が
、本
学
の
至
宝
を
ご
披

露
す
る
機
会
を
再
び
持
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
思
う
次
第
で
す
。

最
後
に
講
演
会
に
参
加
し
た
経
済

学
部
の
２
年
生
が
寄
せ
て
く
れ
た
コ

メ
ン
ト
を
載
せ
て
、こ
の
報
告
を
結

ぶ
こ
と
に
し
ま
す（
本
人
承
諾
済
）。

「
ス
ミ
ス
や
そ
れ
に
連
な
る
経
済
学

の
意
義
を
確
認
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
経
済
学
を
学
び
、ス
ミ
ス
や
リ
カ
ー

ド
ウ
、マ
ル
サ
ス
、ロ
ー
ダ
デ
ー
ル
が

直
面
し
た
課
題
に
歴
史
的
議
論
を
踏

ま
え
つ
つ
、難
し
く
て
も
せ
め
て
自

分
な
り
の
答
え
を
出
せ
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」



経
済
学
部
教
授
　
安
川 

隆
司

経
済
学
部
准
教
授

東
京
経
済
大
学
全
国
シ
ニ
ア
大
学
院
生
研
究
大
会 

実
行
委
員
会
委
員
長
　
佐
藤 

一
光

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
生
誕
3
0
0
年
を
記
念
し
て
、

展
示
会
と
講
演
会
を
開
催

第
２
回
全
国
シ
ニ
ア
大
学
院
生
研
究
大
会
　
開
催
報
告

9 東京経済大学報　2023年度　第56巻　第2号

2
0
2
3
年
11
月
18
日（
土
）に
全

国
シ
ニ
ア
大
学
院
生
研
究
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
前
年
度
に
続
き
2
回
目

の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
で
は
、全

国
の
大
学
院
か
ら
8
名
の
シ
ニ
ア
大

学
院
生
を
報
告
者
と
し
て
迎
え
て
研

究
報
告
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、約

50
名
の
聴
講
者
が
集
ま
り
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
た
。
社
会
構
想
大
学
院
大

学
、高
知
大
学
大
学
院
、北
九
州
市
立

大
学
大
学
院
、
島
根
県
立
大
学
大
学

院
、埼
玉
大
学
大
学
院
、そ
し
て
東
京

経
済
大
学
大
学
院
と
数
々
の
大
学
院

か
ら
シ
ニ
ア
大
学
院
生
が
集
ま
り
、

研
究
テ
ー
マ
も
安
全
保
障
論
、疫
学
、

文
学
、教
育
学
、フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
経
済

学
、地
域
経
済
学
、労
働
法
、看
護
学

と
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
報
告
の
レ
ベ
ル
は
か
な
り
高

く
、シ
ニ
ア
大
学
院
生
だ
か
ら
と
い
っ

て
研
究
水
準
が
低
い
と
か
、大
学
院

で
の
指
導
に
手
を
抜
か
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
、と
い
う
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

本
学
は
2
0
0
6
年
に
全
国
に
先

駆
け
て
シ
ニ
ア
大
学
院
制
度
を
導
入

し
、
1
名
の
博
士
号
取
得
者
と
39
名

の
修
士
号
取
得
者
を
輩
出
し
て
き

た
。
シ
ニ
ア
大
学
院
の
使
命
は
、
ひ

と
つ
に
は
人
生
1
0
0
年
時
代
を
迎

え
る
中
で〈
生
涯
学
び
続
け
る
〉た

め
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。

永
遠
に
生
き
る
か
の
よ
う
に
学
べ

（Learn as if you w
ere to live 

forever

）と
い
う
が
、研
究
に
集
中

す
る
こ
と
も
、研
究
を

通
し
て
世
界
を
見
る
目

を
豊
か
に
す
る
こ
と
も
、

充
実
し
た
人
生
の
後
半

を
過
ご
す
た
め
に
必
要

な
こ
と
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
シ
ニ
ア
大
学
院

制
度
を
設
け
て
い
る
大

学
院
、シ
ニ
ア
入
試
を

実
施
し
て
い
る
大
学
院

は
ま
だ
多
く
は
な
い
も

の
の
、今
後
も
ニ
ー
ズ

は
高
ま
っ
て
ゆ
く
と
考

え
ら
れ
る
。

も
う
ひ
と
つ
、リ
ス

キ
リ
ン
グ（
学
び
直
し
）

へ
の
要
請
が
高
ま
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン
の

普
及
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
普
及
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
普
及
、Ａ
Ｉ

の
普
及
な
ど
情
報
通

信
産
業
の
急
速
な
普
及
に
よ
っ
て
、業

務
上
必
要
と
な
っ
て
く
る
技
能
は
時
々

刻
々
と
変
化
し
て
き
て
い
る
。
こ
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
労
働
者
は
、

若
い
頃
か
ら
情
報
通
信
産
業
に
触
れ

て
い
る
デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代

に
限
ら
ず
新
し
い
ス
キ
ル
を
獲
得
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

新
し
い
ス
キ
ル
の
獲
得
は
、単
に
個
々

人
の
職
場
に
お
け
る
対
応
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
、も
っ
と
大
き
な
経
済
全

体
の
生
産
性
の
向
上
や
企
業
内・
企
業

間
の
労
働
力
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
動
の

た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
、世

界
の
政
治
や
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち

が
集
う
2
0
2
0
年
・
ダ
ボ
ス
会
議

で
リ
ス
キ
リ
ン
グ
革
命（Reskilling 

Revolution

）が
発
表
さ
れ
、
日
本

に
お
い
て
も
官
民
に
お
い
て
リ
ス
キ

リ
ン
グ
へ
の
投
資
が
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
文
脈
か
ら
も

シ
ニ
ア
大
学
院
・
シ
ニ
ア
入
試
へ
の

注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
。

リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
は
学
ん
だ
技
術

を
も
う
一
度
生
産
の
現
場
や
社
会
で

活
か
す
と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
今
回
の
研
究
報
告
の
中
に
も
、研

究
成
果
を
職
場
で
活
か
す
こ
と
を
念

頭
に
行
わ
れ
た
研
究
と
そ
の
報
告
も

あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、何
歳
に
な
っ
て

も
学
び
を
社
会
で
活
か
す
こ
と
は
可

能
で
あ
る
が
、日
本
の
よ
う
に
会
社

組
織
に
所
属
し
て
生
産
を
行
う
こ
と

が
大
宗
を
占
め
る
社
会
で
は
、よ
り

若
い
世
代
へ
の
学
び
直
し
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
、リ
ス
キ

リ
ン
グ
の
文
脈
で
は
大
学
院
に
限
ら

ず
学
部
で
の
学
び
直
し
の
要
請
が
高

ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
て
大
学
・
大
学
院
も

年
齢
に
シ
ー
ム
レ
ス
な
学
び
直
し
の

場
と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

大
学
も
大
学
院
も
多
様
化
し
て
ゆ

く
と
は
い
え
、研
究
の
場
と
し
て
の

大
学
院
と
し
て
は
研
究
報
告
の
機
会

が
極
め
て
重
要
と
な
る
。
人
生
の
豊

か
さ
の
た
め
の
研
究
に
せ
よ
、リ
ス

キ
リ
ン
グ
の
た
め
の
研
究
に
せ
よ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
院
内
部
の
研
究
報

告
だ
け
で
は
自
ら
の
研
究
と
向
き
合

う
こ
と
は
難
し
い
。
シ
ニ
ア
大
学
院

生
研
究
大
会
は
シ
ニ
ア
大
学
院
生
に

向
け
て
研
究
報
告
の
貴
重
な
機
会
を

提
供
し
て
い
る
。
本
大
会
が
、シ
ニ
ア

大
学
院
生
が
相
互
に
刺
激
を
与
え
合

い
な
が
ら
研
究
の
更
な
る
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。
何
歳
に
な
っ
て
も
、何

歳
で
あ
っ
て
も
、東
京
経
済
大
学
大

学
院
は
自
由
な
研
究
の
場
と
し
て
開

か
れ
て
い
る
の
で
、本
学
の
卒
業
生

や
ご
父
母
の
皆
さ
ま
に
も
ぜ
ひ
入
学

を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。



学生の国際交流・留学体験 in 2023
Tokyo Keizai  University

2019年12月に中国で初症例が報告され、数カ月で世界に広がった新型コロナウイルス感染症の影響で中止・延期を余儀なくされた海外留学。
日本では2020年1月に初の感染者が確認された後、いくつもの感染のピークを経て、2023年5月8日より5類感染症へと移行されました。
それに伴い本学も留学や海外ゼミ研修等、国際交流の活動が徐々に復活しています。
今回は2023年度における学生の国際交流に関して、実際に参加した学生の声とともにご紹介します。

夏
季
・
春
季
休
暇
期
間
を
利
用
し
た
ゼ
ミ
主
催
の
海
外
研
修
。
ゼ
ミ
指
導
教
員
の
も
と
、
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
現
地
の
企
業
訪
問
や

視
察
を
行
い
ま
す（
期
間
は
１
〜
２
週
間
程
度
）。
2
0
2
3
年
度
は
地
域
に
よ
り
大
学
か
ら
学
生
一
人
あ
た
り
７
万
円
も
し
く
は
10

万
円
の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
度
夏
季
は
８
つ
の
ゼ
ミ
が
実
施
し
、
春
季
に
５
つ
の
ゼ
ミ
が
渡
航
予
定
で
す
。

研
修
で
は
地
元
大
学
生
と
の
交
流
を
通
し
て
異
文
化
に
触

れ
、
新
た
な
視
点
を
得
る
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
ま
た

宗
教
や
商
業
に
お
け
る
異
な
る
側
面
を
理
解
す
る
中
で
言
葉

の
壁
を
克
服
し
、
異
国
の
文
化
に
身
を
置
く
こ
と
で
予
想
以

上
の
新
し
い
発
見
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
現
地
で
学
ん
だ
柔

軟
性
や
適
応
力
は
、
将
来
の
国
際
的
な
活
動
に
お
い
て
重
要

な
ス
キ
ル
と
な
り
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

に
対
す
る
自
信
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
概
要

日
頃
は
外
書
講
読
を
通
じ
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
消
費
者
行
動

を
学
ん
で
い
る
田
島
ゼ
ミ
で
は
今
夏
、
３
泊
５
日
の
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
研
修
で
大
学
や
モ
ス
ク
や
小
売
業
者
を
訪
問

し
、
当
地
の
民
族
的
・
宗
教
的
・
文
化
的
な
多
様
性
と
包
摂

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

研
修
概
要

日
本
文
化
を
海
外
に
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
マ
ル
タ
の

図
書
館
で
折
り
紙
と
茶
道
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
英
語
で
行

い
ま
し
た
。マ
ル
タ
の
多
く
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ル
タ
を
英
語
で
紹
介
す
る
児
童
用
の
教
材
作
成
も

行
い
ま
し
た
。

海
外
ゼ
ミ
研
修

田
島 

博
和
ゼ
ミ（
経
済
学
部
・
経
営
学
部
演
習
）

研
修
先

マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

渡
航
期
間

2
0
2
3
年
9
月
11
日
〜
2
0
2
3
年
9
月
15
日

カ
レ
イ
ラ
松
崎 

順
子
ゼ
ミ（
総
合
教
育
演
習
）

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

経
営
学
部
２
年 

神
田 

未
来
さ
ん

選
抜
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
コ
ー
ス
、
中
国
コ
ー

ス
の
２
コ
ー
ス
を
設
置
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む
約
５
カ
月

間
の
海
外
研
修
を
行
い
ま
す
。
休
学
不
要
で
研
修
先
機
関
の
授

業
料
は
大
学
が
負
担
。
研
修
効
果
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
留
学
前
後

の
授
業
も
魅
力
で
す
。

※

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、
独
自
の
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
。
　

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
中
国

か
ん   

だ

み

く

私
は
本
研
修
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
現
地
の
学
生
と
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
内
の
観
光
だ
け
で
な
く
、
大
学
で

言
語
交
換
や
お
互
い
の
文
化
紹
介
、
性

別
格
差
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
活
動
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
の
最
後
に
は
国
際
学
生
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
し
、
S
D
G
s
を
テ
ー

マ
に
発
表
し
ま
し
た
。
英
語
で
プ
レ
ゼ

ン
を
す
る
機
会
は
な
か
な
か
無
い
た

め
、
非
常
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
言

語
は
も
ち
ろ
ん
、
現
地
に
行
か
な
け
れ

ば
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
び
が
沢
山

あ
る
の
で
、
東
経
大
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ

ひ
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

経
済
学
部
２
年

坂
本 

弥
宥
さ
ん

海
外
研
修
で
は
、
日
本
文
化
の
普
及
の
た
め
、
現
地
の
子
供

た
ち
に
折
り
紙
や
茶
道
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の

活
動
を
通
し
て
多
く
の
現
地
の
方
と
話
す
こ
と
が
で
き
、
日

本
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
他
に
も
マ
ル
タ
の
慣
習
を
実
際
に
体
感
し
た

こ
と
で
、
今
後
の
生
活
で
の
視
野
が
広
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
、

大
学
生
活
の
中
で
特
別
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
概
要

シ
ド
ニ
ー
大
学
附
属
の
語
学
学
校
や
上

海
外
国
語
大
学
な
ど
で
実
践
的
語
学
力

を
磨
き
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
、
中
国
は
学
生
寮
で

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
生
き
た
語

学
力
は
も
ち
ろ
ん
、
多
文
化
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

研
修
先

マ
ル
タ

渡
航
期
間

2
0
2
3
年
8
月
25
日
〜
2
0
2
3
年
8
月
31
日

渡
航
期
間

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
コ
ー
ス

2
0
2
3
年
8
月
6
日
〜
2
0
2
3
年
12
月
17
日

中
国
コ
ー
ス

2
0
2
3
年
９
月
13
日
〜
2
0
2
4
年
１
月
５
日

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

経
営
学
部
４
年 

山
崎 

裕
介
さ
ん

留
学
先
で
は
毎
日
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
過
ご

す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。
日
本
文

化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ペ
イ
ン
ト
、
ア
ニ

メ
の
４
つ
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
現
地
学
生
と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
放
課
後
は
、
仲

良
く
な
っ
た
友
人
た
ち
と
一
緒
に
ビ
リ

ヤ
ー
ド
を
し
て
楽
し
ん
だ
り
、
週
末
は

初
め
て
の
場
所
に
行
っ
た
り
と
、
刺
激

的
な
毎
日
を
送
れ
ま
し
た
。

や
ま
ざ
き

ゆ
う 

す
け

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科
２
年

徳
井 

日
香
さ
ん

〈
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

と
く  

い

さ
か 

も
と

み
　
ゆ

は
ま   

の

あ

ゆ

に
　 

こ

研
修
先

ア
メ
リ
カ（
ユ
タ
大
学
）

研
修
先

夏
季
・
春
季
休
暇
期
間
を
利
用
し
た
語
学
研
修（
補
助
金
あ
り
）。
実
践
的
な
語
学
力
の
養

成
や
多
文
化
共
生
力
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

短
期
語
学
研
修

ベ
ト
ナ
ム
で
の
英
語
に
よ
る
多
文
化
共
修
研
修

研
修
概
要

「
英
語
力
と
多
文
化
共
生
力
を
強
化
す

る
」と
い
う
本
学
の
目
標
に
向
け
て
今
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
新
企
画
で
す
。
本
学
と

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
経
済
大
学
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
16
名
が
参
加
し
、
国
際
学
生
サ
ミ
ッ
ト

開
催
に
向
け
２
週
間
、
英
語
で
寝
食
を
共

に
し
協
働
し
ま
し
た
。

研
修
先

ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
経
済
大
学

渡
航
期
間

2
0
2
3
年
8
月
１
日
〜
2
0
2
3
年
8
月
15
日

参
加
者
の
声

私
は
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
留
学
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

実
際
に
現
地
で
は
異
文
化
理
解
、
英

語
力
の
向
上
を
目
指
し
て
積
極
的
に

学
び
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
も
参
加
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
と
交
流
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ユ
タ
州
は
と

て
も
自
然
が
豊
か
で
す
。
異
国
で
生

活
す
る
大
変
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、

沢
山
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で

不
安
も
な
く
ア
メ
リ
カ
で
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
２
年

濱
野 

愛
友
さ
ん

選
考
に
合
格
す
れ
ば
、
休
学
せ
ず
に
半
年
ま
た
は
１
年
間
の
留
学
が
可
能
。
留
学

先
で
修
得
し
た
単
位
は
、一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
最
大
30
単
位（
半
期
16
単
位
）ま

で
本
学
卒
業
単
位
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、
独
自
の
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
。
　
　
　
　
　

長
期
留
学

研
修
概
要

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
生
の
み

を
対
象
に
し
た
ユ
タ
大
学
の「
中
長
期

留
学
」で
は
、
英
語
を
じ
っ
く
り
学
ぶ
と

同
時
に
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
主
催

の
豊
富
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
も
体
験
で

き
ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生

活
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
の
文
化
や
社
会

に
も
深
く
触
れ
ら
れ
ま
す
。

渡
航
期
間

2
0
2
3
年
8
月
13
日
〜
2
0
2
3
年
12
月
16
日
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学生の国際交流・留学体験 in 2023
Tokyo Keizai  University

2019年12月に中国で初症例が報告され、数カ月で世界に広がった新型コロナウイルス感染症の影響で中止・延期を余儀なくされた海外留学。
日本では2020年1月に初の感染者が確認された後、いくつもの感染のピークを経て、2023年5月8日より5類感染症へと移行されました。
それに伴い本学も留学や海外ゼミ研修等、国際交流の活動が徐々に復活しています。
今回は2023年度における学生の国際交流に関して、実際に参加した学生の声とともにご紹介します。

夏
季
・
春
季
休
暇
期
間
を
利
用
し
た
ゼ
ミ
主
催
の
海
外
研
修
。
ゼ
ミ
指
導
教
員
の
も
と
、
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
現
地
の
企
業
訪
問
や

視
察
を
行
い
ま
す（
期
間
は
１
〜
２
週
間
程
度
）。
2
0
2
3
年
度
は
地
域
に
よ
り
大
学
か
ら
学
生
一
人
あ
た
り
７
万
円
も
し
く
は
10

万
円
の
補
助
金
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
度
夏
季
は
８
つ
の
ゼ
ミ
が
実
施
し
、
春
季
に
５
つ
の
ゼ
ミ
が
渡
航
予
定
で
す
。

研
修
で
は
地
元
大
学
生
と
の
交
流
を
通
し
て
異
文
化
に
触

れ
、
新
た
な
視
点
を
得
る
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
ま
た

宗
教
や
商
業
に
お
け
る
異
な
る
側
面
を
理
解
す
る
中
で
言
葉

の
壁
を
克
服
し
、
異
国
の
文
化
に
身
を
置
く
こ
と
で
予
想
以

上
の
新
し
い
発
見
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
現
地
で
学
ん
だ
柔

軟
性
や
適
応
力
は
、
将
来
の
国
際
的
な
活
動
に
お
い
て
重
要

な
ス
キ
ル
と
な
り
、
自
分
の
視
野
を
広
げ
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

に
対
す
る
自
信
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
概
要

日
頃
は
外
書
講
読
を
通
じ
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
消
費
者
行
動

を
学
ん
で
い
る
田
島
ゼ
ミ
で
は
今
夏
、
３
泊
５
日
の
ク
ア
ラ

ル
ン
プ
ー
ル
研
修
で
大
学
や
モ
ス
ク
や
小
売
業
者
を
訪
問

し
、
当
地
の
民
族
的
・
宗
教
的
・
文
化
的
な
多
様
性
と
包
摂

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

研
修
概
要

日
本
文
化
を
海
外
に
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
マ
ル
タ
の

図
書
館
で
折
り
紙
と
茶
道
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
英
語
で
行

い
ま
し
た
。マ
ル
タ
の
多
く
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
ル
タ
を
英
語
で
紹
介
す
る
児
童
用
の
教
材
作
成
も

行
い
ま
し
た
。

海
外
ゼ
ミ
研
修

田
島 

博
和
ゼ
ミ（
経
済
学
部
・
経
営
学
部
演
習
）

研
修
先

マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

渡
航
期
間

2
0
2
3
年
9
月
11
日
〜
2
0
2
3
年
9
月
15
日

カ
レ
イ
ラ
松
崎 

順
子
ゼ
ミ（
総
合
教
育
演
習
）

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

経
営
学
部
２
年 

神
田 

未
来
さ
ん

選
抜
制
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
コ
ー
ス
、
中
国
コ
ー

ス
の
２
コ
ー
ス
を
設
置
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む
約
５
カ
月

間
の
海
外
研
修
を
行
い
ま
す
。
休
学
不
要
で
研
修
先
機
関
の
授

業
料
は
大
学
が
負
担
。
研
修
効
果
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
留
学
前
後

の
授
業
も
魅
力
で
す
。

※

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、
独
自
の
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
。
　

グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
中
国

か
ん   

だ

み

く

私
は
本
研
修
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。
現
地
の
学
生
と
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
内
の
観
光
だ
け
で
な
く
、
大
学
で

言
語
交
換
や
お
互
い
の
文
化
紹
介
、
性

別
格
差
に
つ
い
て
の
プ
レ
ゼ
ン
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
活
動
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
の
最
後
に
は
国
際
学
生
サ

ミ
ッ
ト
に
参
加
し
、
S
D
G
s
を
テ
ー

マ
に
発
表
し
ま
し
た
。
英
語
で
プ
レ
ゼ

ン
を
す
る
機
会
は
な
か
な
か
無
い
た

め
、
非
常
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
言

語
は
も
ち
ろ
ん
、
現
地
に
行
か
な
け
れ

ば
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
学
び
が
沢
山

あ
る
の
で
、
東
経
大
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ

ひ
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

経
済
学
部
２
年

坂
本 

弥
宥
さ
ん

海
外
研
修
で
は
、
日
本
文
化
の
普
及
の
た
め
、
現
地
の
子
供

た
ち
に
折
り
紙
や
茶
道
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の

活
動
を
通
し
て
多
く
の
現
地
の
方
と
話
す
こ
と
が
で
き
、
日

本
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
他
に
も
マ
ル
タ
の
慣
習
を
実
際
に
体
感
し
た

こ
と
で
、
今
後
の
生
活
で
の
視
野
が
広
が
っ
た
よ
う
に
感
じ
、

大
学
生
活
の
中
で
特
別
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
概
要

シ
ド
ニ
ー
大
学
附
属
の
語
学
学
校
や
上

海
外
国
語
大
学
な
ど
で
実
践
的
語
学
力

を
磨
き
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
、
中
国
は
学
生
寮
で

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
で
、
生
き
た
語

学
力
は
も
ち
ろ
ん
、
多
文
化
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

研
修
先

マ
ル
タ

渡
航
期
間

2
0
2
3
年
8
月
25
日
〜
2
0
2
3
年
8
月
31
日

渡
航
期
間

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
コ
ー
ス

2
0
2
3
年
8
月
6
日
〜
2
0
2
3
年
12
月
17
日

中
国
コ
ー
ス

2
0
2
3
年
９
月
13
日
〜
2
0
2
4
年
１
月
５
日

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

経
営
学
部
４
年 

山
崎 

裕
介
さ
ん

留
学
先
で
は
毎
日
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
過
ご

す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。
日
本
文

化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、ペ
イ
ン
ト
、
ア
ニ

メ
の
４
つ
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
現
地
学
生
と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
放
課
後
は
、
仲

良
く
な
っ
た
友
人
た
ち
と
一
緒
に
ビ
リ

ヤ
ー
ド
を
し
て
楽
し
ん
だ
り
、
週
末
は

初
め
て
の
場
所
に
行
っ
た
り
と
、
刺
激

的
な
毎
日
を
送
れ
ま
し
た
。

や
ま
ざ
き

ゆ
う 

す
け

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

メ
デ
ィ
ア
社
会
学
科
２
年

徳
井 

日
香
さ
ん

〈
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
コ
ー
ス
〉

と
く  

い

さ
か 

も
と

み
　
ゆ

は
ま   

の

あ

ゆ

に
　 

こ

研
修
先

ア
メ
リ
カ（
ユ
タ
大
学
）

研
修
先

夏
季
・
春
季
休
暇
期
間
を
利
用
し
た
語
学
研
修（
補
助
金
あ
り
）。
実
践
的
な
語
学
力
の
養

成
や
多
文
化
共
生
力
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

短
期
語
学
研
修

ベ
ト
ナ
ム
で
の
英
語
に
よ
る
多
文
化
共
修
研
修

研
修
概
要

「
英
語
力
と
多
文
化
共
生
力
を
強
化
す

る
」と
い
う
本
学
の
目
標
に
向
け
て
今
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
新
企
画
で
す
。
本
学
と

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
経
済
大
学
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
16
名
が
参
加
し
、
国
際
学
生
サ
ミ
ッ
ト

開
催
に
向
け
２
週
間
、
英
語
で
寝
食
を
共

に
し
協
働
し
ま
し
た
。

研
修
先

ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
経
済
大
学

渡
航
期
間

2
0
2
3
年
8
月
１
日
〜
2
0
2
3
年
8
月
15
日

参
加
者
の
声

私
は
何
か
を
成
し
遂
げ
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
留
学
す
る
こ
と
を
決
意
し
、

実
際
に
現
地
で
は
異
文
化
理
解
、
英

語
力
の
向
上
を
目
指
し
て
積
極
的
に

学
び
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
も
参
加
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
と
交
流
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ユ
タ
州
は
と

て
も
自
然
が
豊
か
で
す
。
異
国
で
生

活
す
る
大
変
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、

沢
山
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で

不
安
も
な
く
ア
メ
リ
カ
で
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
２
年

濱
野 

愛
友
さ
ん

選
考
に
合
格
す
れ
ば
、
休
学
せ
ず
に
半
年
ま
た
は
１
年
間
の
留
学
が
可
能
。
留
学

先
で
修
得
し
た
単
位
は
、一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
最
大
30
単
位（
半
期
16
単
位
）ま

で
本
学
卒
業
単
位
と
し
て
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
は
、
独
自
の
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
置
。
　
　
　
　
　

長
期
留
学

研
修
概
要

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
生
の
み

を
対
象
に
し
た
ユ
タ
大
学
の「
中
長
期

留
学
」で
は
、
英
語
を
じ
っ
く
り
学
ぶ
と

同
時
に
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
主
催

の
豊
富
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
も
体
験
で

き
ま
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生

活
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
の
文
化
や
社
会

に
も
深
く
触
れ
ら
れ
ま
す
。

渡
航
期
間

2
0
2
3
年
8
月
13
日
〜
2
0
2
3
年
12
月
16
日
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ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
挑
戦 

〜
ヨ
セ
ミ
テ
の
岩
肌
に
立
つ
〜

経
営
学
部
教
授
・
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部 

部
長

　田
島 

博
和

卒
業
生
の
ご
寄
付
に
よ
り
実
現
！

東
京
経
済
大
学
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ

ル
部
は
、1
9
5
5
年
の
創
部
か
ら
数

え
て
早
く
も
69
年
。そ
の
歴
史
を
通
じ

て
、数
々
の
挑
戦
と
冒
険
を
乗
り
越
え
、

そ
の
名
を
全
国
に
轟
か
せ
て
い
ま
す
。

1
9
8
4
年
に
は
、創
部
30
周
年
を
記

念
し
て
初
の
海
外
遠
征
が
実
現
し
、ヒ

マ
ラ
ヤ（
東
ネ
パ
ー
ル
）で
合
宿
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、2
0
1
6
年
に

は
北
ア
ル
プ
ス
夏
合
宿
や
南
ア
ル
プ

ス
全
山
縦
走
で
全
国
的
に
も
ま
れ
な
快

挙
を
達
成
し
、東
京
経
済
大
学
体
育
会

年
間
表
彰
で
団
体
敢
闘
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、そ
の
実
績
は
語
り
継
が
れ
て
い

ま
す
。し
か
も
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
中

で
、弊
部
は
大
き
な
事
故
を
一
切
起
こ

し
て
お
ら
ず
、こ
れ
は
歴
代
の
指
導
者
、

卒
業
生
、そ
し
て
現
役
部
員
が
共
に
精

進
し
て
き
た
結
果
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
精
神
が
、彼
ら
が
今
も
な
お
冒
険

に
挑
む
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
ヨ
セ
ミ
テ
合
宿
は
、特
に

注
目
す
べ
き
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。2
0
2
3
年
10
月
23
日

か
ら
2
0
2
3
年
11
月
3
日
ま
で
、ア

メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公
園
に
て
行
わ
れ

た
こ
の
合
宿
で
は
、ハ
ー
フ
ド
ー
ム
を

含
む
さ
ま
ざ
ま
な
岩
肌
に
挑
戦
し
ま

し
た
。2
年
生
の
小
田
切
亮
大
さ
ん
が

参
加
し
、そ
の
冒
険
の
模
様
は
非
常
に

印
象
的
で
し
た
。こ
の
計
画
が
立
ち
上

が
っ
た
の
は
2
0
2
3
年
7
月
頃
、登

山・ス
キ
ー・ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
専
門
店

に
勤
め
る
卒
業
生
の
中
村
翔
司
さ
ん

か
ら
声
が
か
か
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
し
た
。彼
の
提
案
が
新
た
な
挑
戦
へ

と
繋
が
り
、現
役
生
の
小
田
切
さ
ん
が

参
加
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。出
発

前
の
準
備
は
徹
底
的
に
行
わ
れ
ま
し

た
。小
田
切
さ
ん
は
屋
内
で
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
励
み
、そ
し
て
ロ
ッ
ク
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
で
有
名
な
小
川
山
に
も
4

回
登
り
ま
し
た
。渉
外
、装
備
、チ
ケ
ッ

ト
の
手
配
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

テ
ン
ト
、ロ
ー
プ
、カ
ラ
ビ
ナ
、プ
ロ
テ

ク
ト
な
ど
、必
要
な
装
備
が
整
え
ら
れ
、

出
発
に
備
え
ま
し
た
。

10
月
23
日
の
夜
、彼
ら
は
出
発
し
、

同
日
夕
方
に
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

国
際
空
港
に
到
着
。深
夜
に
は
レ
ン
タ

カ
ー
で
ヨ
セ
ミ
テ
に
到
着
し
、快
晴
の

中
で
の
冒
険
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。岩

と
空
が
広
が
り
、23
日
か
ら
25
日
ま
で

は
小
さ
い
壁
や
シ
ン
グ
ル
な
ど
、比
較

的
簡
単
な
課
題
に
挑
戦
し
ま
し
た
。宿

泊
や
食
事
に
つ
い
て
は
、国
立
公
園
内

の
キ
ャ
ン
プ
地
に
テ
ン
ト
を
張
り
、自

炊
を
行
い
な
が
ら
活
動
し
ま
し
た
。地

元
の
ス
ー
パ
ー
で
調
達
し
た
パ
ン
、バ

ナ
ナ
、肉
、そ
し
て
行
動
食
と
し
て
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
な
ど
が
、彼
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
な
り
ま
し
た
。言
葉
の
問
題
も
あ

り
、地
元
の
人
と
の
交
流
に
初
め
は
戸

惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、キ
ャ
ン
プ
地

や
ス
ー
パ
ー
で
の
交
流
を
通
じ
て
、彼

ら
は
次
第
に
言
葉
の
壁
を
克
服
し
、帰

国
直
前
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
、随

分
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

特
に
注
目
す
べ
き
は
、ヨ
セ
ミ
テ
国

立
公
園
を
象
徴
す
る
ハ
ー
フ
ド
ー
ム

の
登
頂
で
し
た
。
午
前
2
時
に
起
床

し
、3
時
半
に
は
出
発
。
4
時
に
登
頂

を
開
始
し
、慎
重
に
ル
ー
ト
を
選
び
な

が
ら
8
時
半
に
は「
と
り
つ
き
」に
到

着
。
9
時
か
ら
再
び
登
頂
を
開
始
し

ま
し
た
が
、
想
像
以
上
に
時
間
が
か

か
っ
た
の
で
、残
念
な
が
ら
安
全
を

最
優
先
し
て
13
時
に
は
撤
退
を
決
断
。

厳
し
い
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、彼
ら

の
冷
静
な
判
断
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

光
り
ま
し
た
。

挑
戦
の
結
果
、小
田
切
さ
ん
は
ヨ
セ

ミ
テ
の
難
易
度
の
高
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。
今
後
の
数
年
間
に
は
、冬
山
登

山
や
北
ア
ル
プ
ス
、
富
士
山
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
山
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、2
0
2
5
年
の
春
に
は

6
0
0
0
〜
7
0
0
0
メ
ー
ト
ル
の
峰

を
目
指
す
登
山
計
画
が
進
行
中
で
す
。隊

長
に
は
、本
学
在
学
中
の
2
0
1
6
年

に
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
頂
し
た
登
山
ガ

イ
ド
の
伊
藤
伴
さ
ん
、そ
し
て
副
隊
長

に
は
弊
部
コ
ー
チ
の
中
村
翔
司
さ
ん

が
就
任
す
る
予
定
で
す
。

弊
部
は
、挑
戦
の
歴
史
を
背
負
い
、

未
知
の
頂
点
を
目
指
し
続
け
て
い
ま

す
。彼
ら
の
冒
険
心
と
団
結
力
に
期
待

し
、こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
年
度
の

ヨ
セ
ミ
テ
合
宿
は
、弊
部
Ｏ
Ｂ
の
清
水

英
雄
様（
1
9
5
7
年
卒
）に
よ
る
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
戴
し
た
こ
と
に
よ

り
実
現
し
ま
し
た
。頂
い
た
ご
寄
付
は

今
後
も
、遠
征
に
係
る
費
用
を
中
心
に
、

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。こ

の
場
を
借
り
て
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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大学をご支援くださる皆さまを顕彰する制度を新設
寄付者顕彰式を執り行いました
　本学は、寄付を通じて本学の教育・研究を支えてくださる皆さまを顕彰する制度
を新設し、2022年10月29日（土）に寄付者顕彰式を執り行いました。
　本学を支えてくださる皆さまの中でも、寄付を通じて大学にひときわ大きな貢献を
くださった皆さまを葵特別功労賞、葵功労章と称して顕彰し、ご都合立ていただき
式典に出席された1企業と5名の方に大学を代表し菅原寛貴理事長より記念の盾と
バッジを贈呈しました。
　東京経済大学を影日向となり共に歩んでくださる皆さまの期待に応えるべく、今
後とも教職員一体となって大学の発展に尽くしてまいります。

経営学部 小木紀親ゼミで
「ぶんぶんキャラベリー」を開発

「国分寺物語」や「こくベジプロジェクト」を通じて地域活性化に貢献してきた小木ゼ
ミは、コロナ禍で関係が希薄になった地元と新しいかたちでつながりを持つべく「こくベ
ジプロジェクト」に働きかけ、大学が所在する国分寺市の名産品ブルーベリーを使い、
地元農家とJA東京むさし、鈴木栄光堂と協力してソフトキャラメルを商品化しました。
「ぶんぶんキャラベリー」は、大学生協の他国分寺市内数か所で販売されています。

第123回葵祭 3年ぶりに対面形式で開催
2022年10月28日（金）～30日（日）の3日間、国分寺キャンパスにて大学祭「葵祭」

が開催されました。第123回となる今年は3年ぶりに対面形式で行われ、10月28
日の前夜祭は約230人が、本祭（10月29日～10月30日）は約3,940人が参加し、
構内は賑わいを見せました。今年度のキャッチフレーズは「葵想天外」で、葵祭実
行委員会によると、新型コロナウイルスの収束がみえない現状でも東経大生らしく
誇りを持ち、個性的でかつ普通には思いつかないような大学祭にしたいという思い
を込めたそうです。 
屋内では、サークルやゼミ団体が作品展示などで日頃の活動成果を公開しました。

また屋外には焼きそばや大学芋などの飲食を中心とした屋台が並び、来場者らを呼
び込んだり、楽しそうに調理したりする学生の姿が見られ、活気にあふれました。5
号館前に作られたメインステージでは、豪華賞品が当たるビンゴ企画や新次郎池親
善大使を決める公開オーディションなどが行われ、盛り上がりを見せました。

大倉記念学芸振興会 学術講演会
「日本の地名にちなんだ初の地質年代
『チバニアン』の誕生」を開催
　大倉喜八郎記念東京経済大学学術芸術振興会（略称：大倉記念学術振興会）は
2022年11月5日（土）、国分寺キャンパス2号館B301教室にて学術講演会を開催しまし
た。今回は茨城大学理学部長で日本地質学会の会長も務める岡田誠教授を講師にお
招きし、「日本の地名にちなんだ初の地質年代『チバニアン』の誕生」をテーマに、「千葉
セクション」がGSSP：Global Boundary Stratotype Section and Point（国際境界
模式層断面とポイント）に認定され「チバニアン」という地質時代名がつけられるまでの道
のりについて講演いただきました。
　講義では「地層がどのようにできるのか」という基本から、GSSPや地質年代の決定法
といった専門的な内容まで、分かりやすく解説が行われました。また、モンタルバーノ・イ
オニコ（イタリア）、ヴァレ・ディ・マンケ（イタリア）、千葉セクション（日本）の3つの候補地
によるGSSPの認定をめぐっては、2015年の時点では千葉セクションが最有力候補であっ
たものの、2016年にモンタルバーノ・イオニコが地磁気逆転の指標を発表したことで最
有力候補となり、さらにヴァレ・ディ・マンケがより詳細な調査を行うため締め切りを2017
年に延期することを提案し、その間に千葉セクショ
ンが花粉や地磁気逆転を調べたことで再び最有
力候補となりGSSPに認定された、というチバニア
ンが誕生するまでの想像を超える過程が語られ、
参加者らは熱心に耳を傾けていました。

令和4年 公認会計士試験に5名が合格！
　2022年11月18日（金）に令和4年公認会計士試験の合格発表が行われ、本学在
学生3名と今年9月に卒業した2名、計5名が合格しました（2022年11月21日現在）。
この5名は、会計専門職を目指す学生を支援する「会計プロフェッショナルプログラム」
に所属する（していた）学生です。公認会計士・監査審査会によると、今回の論文式
試験受験者数は4,067人、合格者数は1,456人、合格率は7.7％でした。
　本学のアドバンストプログラムの一つ「会計プロフェッショナルプログラム」は、公認会
計士や税理士、国税専門官の在学中合格を目指す学生へ、大学の正課授業との連携
や専門学校の講座受講料を大学が負担することなどにより、難関資格突破を目指す学
生を支援するものです。

大学食堂の30％値引きに関して
各種メディアで取り上げられました
　本学は2022年9月21日（水）の第２学期授業開始にあわせ、大学生協食堂の全商
品ならびに生協が提供するお弁当全品を、定価の30％を値引きし提供開始しました。
この取り組みは、コロナ禍や物価高騰による経済状況の悪化を受け、学生の困窮度合
いが高まっていると考え、学生への直接的な支援策の一つとして実施しているもので
す。本件はNHKニュース「首都圏ネットワーク」「ニュース7」、TBSテレビ「Nスタ」
「News23」、毎日新聞、東京新聞など各種メディアで取り上げられました。

経済学部 長岡貞男教授の著書が
第65回日経・経済図書文化賞を受賞
　2022年11月3日（木・祝）に第65回日経・経済図書文化賞が発表され、経済学部 長
岡貞男教授の著書『発明の経済学』（日本評論社）が受賞しました。
　本書は、長岡教授のこれまでのイノベーションに関する研究をまとめた本格的な研究
書で、発明者の行動、発明の事業化、特許制度という３つの視点から発明について総合
的に分析しており、この分野の研究を行う際の基本文献になると考えられると評されてい
ます。また選考に際しては、イノベーションはどのようにして生まれるのかという、本質的
な問題をめぐる長年の地道な研究がまとめられた１冊である点が高く評価されました。

令和4年公認会計士　論文式試験合格者

経済学部4年　木村　元昭さん
経済学部3年　小林　和生さん
経営学部3年　山田　力さん

2022年9月卒業生　小杉　優斗さん
2022年9月卒業生　佐々木　涼我さん　

4年ぶりに市ヶ谷で対面開催
2023年度葵マスコミ会総会・懇談会を開催
　2023年10月13日（金）、広告や広報、放送、印刷、通信、メディアなどマスコ
ミ業界で活躍する卒業生が組織する葵マスコミ会総会・懇談会をアルカディア市ヶ
谷で開催しました。コロナ禍ではZoomでの開催でしたが、4年ぶりに対面で開催
され、卒業生28名のほかマスコミ業界に内定した4年生9名、在学生約90名が参
加し、交流が持たれました。
　当日は卒業生会員の総会の後、在学生が合流し、第一部は卒業生によるマス
コミ業界説明、第二部は懇談会が行われました。業界説明は卒業生である株式
会社日本経済社の大北大氏、株式会社エイレックスの髙橋理子氏、株式会社読
売テレビエンタープライズの宮沢柾志氏、X（旧Twitter）の中村一志氏がそれ
ぞれ広告業界、広報業界、テレビ業界、WEB業界を解説しました。第二部の懇
談会は立食形式で行われ、学生が積極的に卒業生に質問したり、名刺を交換し
たりする姿が随所で見られました。参加
した学生のひとりは「マスコミ業界につ
いて資料だけでは分からないこともあっ
たが、実際に働いている卒業生からお
話を伺うことができ、理解が深まった。
参加してよかった」と感想を寄せました。

高校生向けの「東経大ライブ」
オンライン講義シリーズの第2弾を配信
　本学では、高校生の進路選択において、学部名だけでは中身が見えず、興味・関心
と学問との繋がりが分かりにくい状況があるという声を受け、高校生のためのライブ講
義「東経大ライブ」を配信しています。身近な疑問を学問的な視点から考えることで、
より深く理解し実践に繋げる「考え抜く実学。」を体験できる場として、各回約30分の
ショート講義シリーズをYouTubeライブ配信にて展開。社会科学のさまざまな学問の
学びの深さを知ることで、大学探しや学部選びのヒントとして活用してもらうことを目的
としています。
　第1弾として、2023年3月29日（水）から6月15日（木）にかけて、全11講義を配信
したところ、全国から高校生の視聴があり、アーカイブ配信でも多くの方にご覧いただ
いていることから、第2弾として2023年10月5日（木）から12月5日（火）にかけて全
10講義を新たに配信しました。ライブ配信はすでに終了していますが、現在もアーカ
イブ配信にてお楽しみいただけます。

第22回葵流通会総会・懇親会を開催
　小売業や卸売業、製造業など流通関連業界で活躍する本学の卒業生が組織する
「葵流通会総会・懇親会」を、2023年11月9日（木）にアルカディア市ヶ谷で開催しま
した。葵流通会は同じ業界で働く卒業生同士の交流・情報交換や、在学生の就職
支援等を目的に設立された同窓会組織です。会の冒頭、会員総会が開催され、続
いて会員と学生を対象に、会長を務める株式会社不二家代表取締役社長の河村宣
行氏が「コロナ禍を乗り越えた不二家の経営」と題した講演を行いました。
　懇親会には、1、2年生から就職活動中である3年生、4年生の内定者、卒業生、
来賓、教職員を合わせ100名を超える方々が参加しました。昨年は3年ぶりの対面開
催ができたものの、食事や会話の制限付きとなりましたが、今年はコロナ禍前の形式
に戻りつつあり、懇親会では卒業生や学生らが積極的に会話や食事を楽しむ姿が見
られました。終盤には東京経済大学グリークラブのリードによる校歌斉唱、葵流通会
幹事の花澤裕氏が閉会の挨拶を行い、総会・懇親会を締めくくりました。

500名を超える卒業生が母校へ
4年ぶりに対面でホームカミングデーを開催
　2023年11月4日（土）、国分寺キャンパス100周年記念館にてホームカミングデー
を開催しました。大学祭である「葵祭」の一般公開初日となった当日は、2019年以来
4年ぶりに多くの卒業生が来校し、対面で同窓生と旧交を温めました。
　会の冒頭、岡本英男学長が挨拶に立ち、4年ぶりに多くの卒業生を迎えることがで
きた喜びを語りました。

第124回葵祭　大盛況のうちに幕を閉じる
　2023年11月3日（金・祝）～ 5日（日）の3日間、大学祭「葵祭」を国分寺キャンパス
で開催し、多くの方にご来場いただき盛況のうちに終了しました。
　コロナ禍のオンライン開催を経て昨年は3年ぶりに対面での開催となりましたが、葵
祭実行委員会によると、本来の「葵祭」の姿を取り戻そうという意思を込め、第124回
となる今回は「葵、返り咲き」をテーマに開催したとのことです。
　期間中、学内には学生団体などによる28の模擬店が出店され、焼きそばや餃子など
が販売されたほか、教室に設けられた展示コーナーでは、ゼミやサークルが日頃の活動
成果としてポスターや作品を披露。無料の卓球場も開放され、本学の学生だけでなく、
近隣からお越しいただいた親子連れなど多くの方 に々お楽しみいただくことができました。

令和5年公認会計士試験に6名が合格！
　令和5年公認会計士試験の合格発表が2023年11月17日（金）に行われ、本学から
4名の在学生と2名の卒業生が合格しました。学生は経済学部または経営学部に所属
する3年生1名と4年生3名で、うち3名は会計専門職を目指す学生を全面的に支援す
る「会計プロフェッショナルプログラム」に所属しています。公認会計士・監査審査会に
よると、今回の公認会計士論文式試験受験者は4,192人で合格者は1,544人でした。

4年ぶりに開催　2023年度葵金融会総会・懇談会
　金融業界で活躍する本学の卒業生組織「葵金融会」が2023年12月2日（土）、総会・
懇談会をアルカディア市ヶ谷で開催しました。開催は2019年以来４年ぶりとなり、多くの
卒業生や在学生が参加し、交流が持たれました。
　当日、会の冒頭で会員総会が開かれ、続いて在学生が合流し講演会が行われました。
日興システムソリューションズ株式会社専務取締役（元SMBC日興証券株式会社執行役
員）の河村聡氏が金融業界の動向について述べられた後、就職活動に関する学生の質
問にお答え頂きました。
　葵金融会の会長を務める浦安商工会議所専務理事（元株式会社千葉銀行）の田中政
彦氏は在学生に向け、「いろいろな業
界の人に会い、実際に話をしたうえで
進路を決めてもらいたい。葵金融会は
そのためのツールのひとつなので、ぜ
ひ多くの学生の皆さんにも参加しても
らえれば」とコメントを寄せられました。
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2019年度卒業生対象
卒業後アンケートの
実施について

ＴＫＵ古本募金申込サイトよりＷＥＢ申込をしてください。
（ＷＥＢ申込をご利用いただけない場合は、電話による図書館代行申込が可能）

東京経済大学報の表紙写真を写真家でエッセイストのハービー・山口氏が担当し、大学の今を皆さまに届けます。ぜひ次号もご期待ください！

古本募金は、皆さまが読み終えた本の査定額が寄付金となり、
奨学金として東経大生の学業を支える仕組みです。

ＴＫＵ古本募金にご協力ください ＴＫＵ古本募金に関するお問い合わせ
東京経済大学 図書課
［E-mail］library@s.tku.ac.jp　［TEL］042-328-7764　　

寄付・免税措置に関するお問い合わせ
東京経済大学 校友センター募金室
［E-mail］bokin@s.tku.ac.jp　［TEL］042-328-6100古本募金について

2017年12月に始動しました「TKU古本募金」プロジェクトは、2023年9月30日現在、354件・1,306,575 円（累計）のご寄付をいただきました。
皆さまのご厚情に深く感謝申し上げます。

本学卒業生のキャリアの状況や在学中に身に付けた能力等について、卒業後アンケートを実施します。アンケート
結果をもとに教育の効果を検証し、今後の教育活動等をさらに発展できるよう検討していきます。
今回のアンケート対象は、2019年度卒業生で、実施期間は2023年12月20日（水）から2024年2月8日（木）を予定
しています。対象年度の卒業生の皆さまにつきましては、ぜひ、ご協力くださいますようお願いします。

「久しぶりに母校に伺い学生さんをモデルに撮影を行った。古い教室や螺旋階段、新次郎池周辺など撮影に適し
た場所は沢山あった。今の若い人たちは撮られるのが上手く、素晴らしい表情を見せてくれた。シャッターを切
る度に、母校の発展と彼らのこれからの人生を応援したいという気持ちが心の中に湧き起こっていた」

東京経済大学報
第56巻第2号（新春号）アンケート

アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で１０名様に東経大グッズをプレゼントさせていただきます。
右の二次元コードから、ぜひご回答をお願いします。

※「東京経済」電子版はこちらから閲覧できます。
※2009年4月以降に入学された方は卒後30年分の年会費を支払済みです。
    葵友会ホームページ（SNS）に登録すればいつでも閲覧可能です。

https://www.tku.ac.jp/okuragakugei/index.html  

同窓会誌「東京経済」をご存じですか？

写真家のハービー・山口氏（経済S48卒）が東京経済大学報の表紙写真を今号より担当！

～東京経済大学葵友会について～

2023年度
第56巻 第2号

東京経済大学葵友会（きゆうかい）は東京経済大学の同窓会です。同窓会誌「東京
経済」では、専門部による本学体育会（部活動）の活動報告や、卒業生や葵友会各
支部の活動等を主に掲載しています。「東京経済」は葵友会年会費をご納入いただく
ことで年4回、郵送にてお手元にお届けしております。卒業生や体育会各部の活動を
より詳しく知りたいという方は、ぜひ葵友会へご参加ください。葵友会、同窓会誌「東
京経済」に関するお問い合せは、校友センター・葵友会までお願いします。

お問い合わせ 東京経済大学葵友会（東京経済大学校友センター内）

電　話

E-mail

042-328-8033（平日9：00～11：30／13：00～17：00）

tokeikiyukai@s.tku.ac.jp

ホームページ（SNS） https://www.kiyukai-sns.com/member/login

撮影：ハービー・山口　場所：第一研究センター

表紙へのことば
ハービー・山口氏より

大倉記念学芸振興会 芸術公演
「ウクライナの歌姫 オクサーナ・ステパニュック ソプラノリサイタル～平和への願いを込めて～」を開催

　大倉喜八郎記念東京経済大学学術芸術振興会は2023年11月25日（土）、芸術公演を開催しま
した。今回はウクライナ支援の願いを込め、国分寺市在住でウクライナ出身のコロラトゥーラ・ソプラ
ノ歌手オクサーナ・ステパニュック氏を招きました。ウクライナ国歌でスタートした第1部ではウクライ
ナの美しい曲を披露し、途中、観客に手拍子を促すなど会場全体が一体となり盛り上がりをみせまし
た。第2部ではなじみ深い日本の曲やミュージカル曲などを披露し、アンコールでは名曲『見上げてご
らん夜の星を』を歌い上げました。また、ウクライナの民族楽器バンドゥーラの演奏にあわせて来場者
が『ふるさと』を合唱する場面もあり、心温まる公演となりました。
　当日はウクライナの子どもたちへの支援活動として、出演者と国分寺市在住の有志の皆さまによる
募金活動が行われました。温かなご支援により、125,339円のご寄付を賜りましたことをご報告いた
します。オクサーナ氏より、次のとおりメッセージを頂戴しましたので、ご紹介いたします。
　「先日は素晴らしいホールでコンサートを開催していただき、ありがとうございました。ご来場いただ
きました皆さま、温かい拍手とウクライナの子どもたちのために、ご支援をいただきましたこと感謝申し
上げます。私が直接ウクライナの子どもたちの命と未来を守るために大切に使わせていただきます」

大倉記念学芸振興会では、ご支援くださる会員を募集しております。
詳しくは大学公式サイト内、大倉記念学芸振興会ページをご確認ください。


